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当社の知的財産戦略
Intellectual Property Strategies of
KOBELCO ECO-SOLUTIONS
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In Japan, since the enactment of the Intellectual Property Basic Act in 2003, institutional reforms have
been promoted in an effort to create a nation based on intellectual property, and there is also a
growing trend in corporate management towards placing more emphasis on intellectual property. In
addition, due to the deepening of global environmental problems, attention is now being focused on
Japan's environmental technologies. In this article, besides introducing the intellectual property activities
of our company, which is a corporation that supplies a comprehensive range of environmental solu-
tions, we would also like to describe our company's future intellectual property strategies.
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��に�まって���アイデアを��する	
であ
る�この�����	でのヒアリング��に�づ
き���である���が���を��するので��
���における��� !��や����を��
するという"#の$%と�アイデアの�&という'
(がある�
また�アイデアが)ればすぐに*+,-なので�
タイムリーで�スピーディーな).と��/0な�
).ができ�120�340な�56�に78
している�さらに�9:がそれぞれの;<から��
をより=く&り>げていくので��).の?@A
のBCにDがっている�
���リスクマネジメント

�Eは�FGHIによりJK0なELをMNす
る�そのため�OPQRとS�のTPの�EがU
VしたWX�OPのYZ[\に]^をきたすことに
なる�このようなリスクをY_に`aすべく�TP
�bcシステムのdeと�TPfg�をhij
する[\をおこなっている�TP�bcシステム
とは�OPがklするQRmnにおけるoXTP�
のpqpr�HIprが�sされたら�すぐに
E-mail でkl��にtuするものである�
そして�fg�が�vされたwは�kl:とx
y��が*zを{
し��ELjを|}する~�
があると��したWXは���に*する�r��
を��0におこなっている�OPにおいて����
��の�r��を��しており��いELj|}�
となっている�このようにTPfg�をhijす
ることで�OPの��なYZ[\に78している�
また��が�に�がELjされたWXには�h
'��による�Eのh'jを�っている�ここ�
�のOPが����したTP�Eは��て�h
'となっている�
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OPは120なEL��の�0で��).とと
もに���).を��0におこなっている�すなわ
ち��で��の -2を��し���で��の¡
;6¢を��するのである�
OPが£X¤¥ソリューション¦Zとして§たに
¨Xされた2003�©の_�の2002�©から2007�©
のOPの����).��のª«を�２に¬す�
OPの�).は�¨Xによる'(と�_の�
����	のª®により�2004�©¯°は±80�
²100�の).をしている�この��は�	Pの³
´をµ すれば�¤¥k¶¦Zとしてはトップクラ
スの).��であると·¸できる�また���).
にkしては�2007�©は20�の).を¹�している�
�º�の��»¼½により��EのEL¾¿がÀく
なったことから�ÁÂも��).も3cしÃjして
いくÄÅである�
さらに�OPのオンリーワン�ナンバーワンQR
については��１のとおり3<0な����).
をª®し�ÃÆな����5をdeしている�こ
れらの��のÇWにおけるÈÉÊをËÃすべく�Á
ÂもOPのオンリーワン�ナンバーワンQRの�
5deをÌきÍきª®していきたい�
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��の�れた�����	の
���による�
�を��して����に�する����や����
�� !を"#して�$%�な�"&'(を)*し
ている+��の
���,����-#./��
01�2の�3�"4の)5を�３に6す+7き8
き$%�な�"&'(を)*することで���の�
れた���	の��と
�9の:;に<めていきたい+
また���のビジネス'#!を=す��で�2007
>!に�?@ABCおよび?��BCをDE�にF
Gし�HIFGJにKづきLM����NOをPQ
する�LM����ガイドラインをRQした+ST
は�このガイドラインをU#していくことで��3
��の-VWおよび��XYWの:;と�ZN�	
の���"&を��す[\である+
���	 
 � �

��では����01�]^_の
���のL
M��"&�`����Rの`に�abなc�'(
もおこなっている+dに��LMeのfg�	c�
や�@A&�;hにiしてのjkc�をするだけで
はなく�
�l�mnらパテントマップをopし�
�qrsにtu�にvwされるようxyをしている+
パテントマップのopにより���および`�のz
み�{み�|}��の3~が��で�Eでき���
の
���の�/およびリスクマネジメントに�い
に��っている+
さらに���の����に��されている��を
���に"#して���および`�の���@A�
���	�な��_のc��w�も-Vしている+
STは�����に�らず��I`�の IR��や
.���を��んだ���なc�'(をおこなって
いきたいと�えている+

����の�����
��は�?
�9を�めることで�@A��9の
z&を��するCことが
�r�のA���である
との��のもと���はこれまで
�'(を$%�
に)*してきた+
しかしながら��A���はますます しくなり�
それにつれて
�が@Aに�して¡たすべき�¢は
さらにZNとなってきている+また���に£わる
�Aとして���|}のwPのために���の�3
する
���を��てていくことも¤Nである+
このような¥¦をふまえて�STの��の
���
について§べる+
�������ビジネスの����の��

¨©ª«vV¬や«vV¬において�プラント

の®¬だけではなく�そのTのプラントのU¯や°
±²vにもビジネスチャンスを�めるという[:B
が³´となってきている+��においても�プラン
トのU¯°±²vビジネスをµ¯��の¶のひとつ
としており�このµ¯��に·って��LMの)*
に�¸んでいる+
この�¸は�プラント¹ºでの»¼や�½Aの�
¾&�メンテナンスの"¿B:;�ÀW:;などの
aくの@ÁのÂから�ÃをÄLし���&しようと
いうÅみである+そして�そのような��を$みZ
ねて�プラントの°±²vのÆÇにÈÉしようとい
うÅみである+そのために�プラントの���¬Ê�
®¬�½A�メンテナンスに£わる�qmが�Ëに
Ìして�e§の����ÍÎÌを�Ïし�ÍÎをZ
ねている+
このようなÍÎÌをZねることで�½A¹ºでの
ÐZな»¼Ñ/やxyを��LMへとÒくことがで
きるようになった+そのÓ¡として��qmの
�
マインドおよびプラント°±²v��の
�9の:
;という�ÔÕな
�サイクルがÖき;がりつつあ
る+STもこの�¸を×8し�°±²vビジネスの
z&に:けての
���をより-ÀBのあるものに
する[\である+
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��における��の���の�	
�を�４に�
すこの�に�されるように���はこれまで��
����だけでなく���������アジア�オ
セアニア��にも���をまんべんなく�	してい
る��の���な� !"は#$であり���が
�	する%&'()*+�,()*+-.の/�0
1�を	234することにより���の� !"の
56に78てたいと9えているその:�で���
では�;の����<=について>?を@ねている
��に��をABするにCしてもっとも@Dなポ
イントは�Eどの*+をどの�にABするかFであ
り�それを�GHの��のIJ<=および��KL
をMNして�OPをQすることなく6めるIである
���を��の	Rな��にいかに2S�にTUで
きるかVかが�����<=のWVと�その;の�
�ビジネス3XにYきくZ[するからである
その\]��C�な��^_のX`をみると�
PCTABa��bcdeにfづく�CABgのh
i�jkハイウエイのlmによる�C�なjkfn
のo	pq���への��ABのrstとコストu
の!"が5vされつつある
��としては�このPをとらえて�2S�かつコ
ストミニマムで���ビジネス3Xをサポートでき
る����<=をwxしていく]yである
����	��
����
���の���

��のIJ3Xにおいて�/�01の	234お
よび���z{の|}qのリスクマネジメントを~
�に��していくことが@Dとなってきており�/
0はIJとは�っても�れない-�になっている
また�� に�わる�Jとして�� !"を56し
�る�*+の��と��を��していくことが�J
の��であり���した�*+を/�01�で��

し�それを	234していくことも�Dであるこ
のような
�から���のGHの/0<=は���
<=およびIJ<=との\�pを�`した��<=
を��していく�Dがある
��<=との\�pにおいては�� !"の56
に��し�る�*+の�k���の��から/0�
�が-�して��<=を8�するとともに���デ
ザインレビュー��qに/0�� が¡¢し��£
の�り¤こしと����z{|}qのリスクマネジ
メントを��のx¥
�に¦じて~§¨じていくこ
とで�����との.�©pを�っていく]yであ
るª«�には����� と/0�� とが\¬
�となって�Xしていく�^を:®している
IJ<=との\�pにおいては�IJ��の��
ABの©p�¯�/0°±の²�の³に�*+�´
J��への/0�� のµ¶¡¢�·´¸�¹�¸
への/0Kºの�»とコミュニケーションの3�p
を>?しており���¯�としての/0cの`¼と�
リスクマネジメントcの©pを�る]yである
これらの3Xを½じて�IJ<=���<=�/
0<=との\�pに¾¿むÀÁである

む す び
ÂÃでは�ÄÅ� ソリューション�Jである�
�の/�013XのÆÇと��;の/0<=につい
てÈべたÉき�き���の/0c`¼に`けた¾
¿みをxめることで���の� -.*+のÊËÌ
ÍがÎめられるものとÏ»しているまた�そうす
ることで�ÐÂをÑÒするÄÅ� ソリューション
�Jの�ÓのÏ8と���の� !"の56にÔし
でもÕÖできるよう×めていきたい
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